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ｋ Ｗ
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瞬 間 給 湯 単 独 運 転

循 環 冷 却 ＋ 瞬 間 給 湯 同 時 運 転

能　　　力

能　　　力 能　　　力

能　　　力

能　　　力

給 水 圧 力

型　　　式

入 口 出 口 温 度 差

外 気 温 度

入 口 温 度

出 口 温 度

入 口 出 口 温 度 差

外 気 温 度

入 口 温 度

出 口 温 度

入 口 温 度

出 口 温 度

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

電 　 　 　 源 三相　２００Ｖ　５０Ｈｚ

ecoマルチ・ヒーポン仕様書
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１ ２

７
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【使用条件範囲】
項 　 　 　 目 単 位 条 　 　 件

仕様書1

ＳＣＶ－０１５ＡＷ－ＦＡ

小山小山

ＳＣＶ－０１５ＡＷ－ＦＡ

循 環 冷 却 (冷 房 )単 独 運 転 循 環 加 温 (暖 房 )単 独 運 転

循 環 給 湯 昇 温 単 独 運 転

循 環 冷 却 ＋ 循 環 給 湯 昇 温 同 時 運 転

循 環 冷 却 (冷 房 )単 独 運 転

循 環 加 温 (暖 房 )単 独 運 転

ＭＰａ

圧 縮 機

製 品 重 量

運 転 重 量

騒 音 値

（ ｸﾗﾝ ｸ ｹ ｰ ｽ ﾋ ｰ ﾀ ｰ　 9 0 W）

送 風 機 ﾌﾟ ﾛ ﾍ ﾟ ﾗ ﾌ ｧ ﾝ× 2台

全 密 閉 ｽｸ ﾛ ｰ ﾙ圧 縮 機 × 1台

（ 電 動 機 出 力 　 11 . 2 5 k W× 1台 ）

（ 電 動 機 出 力 　 0. 7 5 k W× 2台 ）

水 側 熱 交 換 器 ﾌﾞ ﾚ ｰ ｼ ﾞ ﾝ ｸ ﾞ ﾌ ﾟ ﾚ ｰ ﾄ式

空 気 熱 交 換 器 ｸﾛ ｽ ﾌ ｨ ﾝ ｺ ｲ ﾙ

冷 媒 制 御 機 械 式 膨 張 弁 ＋ ｷｬ ﾋ ﾟ ﾗ ﾘ ﾁ ｭ ｰ ﾌ ﾞ

冷 媒

冷 媒 機 油

デ フ ロ ス ト 高 温 貯 液 冷 媒 供 給 方 式

塗 装 色 ﾏﾝ ｾ ﾙ（ 7 . 5 Y 8 . 5 / 1）

50 0 k g

5 1 8 k g

R 4 1 0 A（ 1 2 k g　 ﾁｬ ｰ ｼ ﾞ済 ）

ﾎﾟ ﾘ ｵ ｰ ﾙ ｴ ｽ ﾃ ﾙ油 （ 3. 2 5㍑ 　 ﾁｬ ｰ ｼ ﾞ済 ）

75 A

水 圧 損 失

消 費 電 力

運 転 電 流

消 費 電 力

運 転 電 流

流　　　量流　　　量

給 水 入 口 給 水 入 口

給 湯 出 口 給 湯 出 口

℃

℃ ℃

℃

ｍ3/ｈｍ3/ｈ

ｋＰａｋＰａ

ｋ Ｗ ｋ Ｗ

Ａ Ａ

１ ７

７ ０

４ ０

４ ５

能　　　力 ｋ Ｗ 能　　　力 ｋ Ｗ

給 水 圧 力

（ 圧 縮 機 許 容 最 大 電 流 値 よ り 算 出 し て い ま す ）

最 大 運 転 電 流

20～ 40

- 1 0～ 40

3 5未 満

3～ 7

5以 上

3～ 10

入 口 出 口 温 度 差

外 気 温 度

入 口 温 度

出 口 温 度

外 気 温 度

必 要 給 水 圧 力

冷 却 側

給 湯 側

入 口 温 度

出 口 温 度

入 口 出 口 温 度 差

入 口 温 度

出 口 温 度

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

循 環 給 湯 昇 温 単 独 運 転

-1 0～ 40

3 5未 満

-1 0～ 40

3～ 10

5以 上

3～ 7

冷 却 側

（ 給 湯 側 ）

入 口 温 度

出 口 温 度

入 口 出 口 温 度 差

入 口 温 度

出 口 温 度

入 口 出 口 温 度 差

冷 温 水 回 路
水 　 　 圧

℃

℃

℃

℃

℃

℃

許 容 流 量

給 湯 回 路 （ 瞬 間 給 湯 時 ）

冷 温 水 回 路

ｍ3/h

ｍ3/h

ｍ3/h

制 水 弁 に よ る 流 量 制 御

運 転 時

始 動 時

相 間 ア ン バ ラ ン ス

－

－

－

定 格 電 圧 の ± 10％

定 格 電 圧 の ± 5％

2％ 以 内

電 源 電 圧

給 湯 回 路

冷 温 水 回 路

㍑

㍑

ｴｽ ﾃ ﾙ油 成 分 を 含 む 雰 囲 気 、 ｱﾝ ﾓ ﾆ ｱ ｶ ﾞ ｽ雰 囲 気 、 潮 風 が 直 接 当 た る 場 所
使 用 で き な い 環 境

水 質

引 火 性 ･可 燃 性 ｶﾞｽ雰 囲 気 、 腐 食 性 ｶﾞ ｽ雰 囲 気 、 硫 黄 化 合 物 を 含 む 雰 囲 気

JR A  G L - 0 2の 水 質 基 準 に 適 合 す る 水 質 ※ 別 表 参 照

必 要 給 水 圧 力 ※ 1

給 湯 回 路 1. 0以 下

1. 0以 下

循環冷却+循環給湯昇温同時運転

昇 温 側

給 湯 回 路 （ 循 環 給 湯 昇 温 時 ）

1, 0 0 0

1 , 0 0 0（ 循 環 で 使 用 す る 場 合 ）

注 意

　　別紙「施工上の注意」配管施工上の注意を参考にして下さい。

２）許容流量内であっても、入口温度、出口温度、入口出口温度差が条件範囲に収まっていない場合は条件範囲外となります。

5以 上

3～ 7

循環冷却+瞬間給湯同時運転

瞬 間 給 湯 単 独 運 転

3～ 10

１ ６

使 用 条 件 範 囲 参 照

使 用 条 件 範 囲 参 照

70設 定 （ 変 動 幅 ± 7）

55未 満

（循環運転時）

AWFA-5000

11～ 35

7 0設 定 （ 変 動 幅 ± 10）

※ 1

※ 2

必 要 保 有 水 量

（ 配 管 含 む ）

2011年10月16日

井ノ川

飯島

+0.2（±0.02）

35～ 5 0未 満

55未 満

+0.2（±0.02）

11～ 4 5未 満

11～ 4 5未 満

35～ 5 0未 満

7. 8～ 12 . 0

20120401 小山使用条件範囲変更

1

1

1

1

1

1

1

1

6 . 0～ 1 2 . 0

１ ６ ． ０

３ ６ ． ０

２ １ ． ０ １ ７ ． ０

３ ６ ． ０

水圧損失・能力訂正

AWFA500000

小山

2

2

2

2

2

2

20120506

20121113

AWFA500001
AWFA500002 栗田

３

３

３ ０ ． ５

５ ． ２ ５

１ ３ ． ６

５ ４ ． ６

５ ５ ． １

０ ． ８ ９

５ ９ ． ６

３ ９ ． ２

０ ． ９ ３

６ ． ７ ４

５ ７ ． １

１ ５ ． ７

６ １ ． ０

３

３

３３

３ ８ ． ３

１ ３ ． ９
５ ６ ． ９

３ ５ ． ８

６ ． １ ６

４ ８ ． ３

８ ． ３ １

１ ３ ． ３

５ ２ ． ８

２ ７ ． ０

６ ． ５ ９

35～ 60以 下

3 5～ 55未 満

２

能力値変更と使用条件範囲変更

３

３

３

５ ５

１ ６ ． ５

６ ４ .６

3

１ ５ ． ９

４ ８ ． ９

５ ０

８ ． ４ １

MP a

6 0 d B

３）水質に関しては別紙「仕様書２」水質基準を参考にして下さい。

４）※１必要給水圧力は本体から貯湯タンク位置の水頭圧に対して+0.2MPa必要になります。

５）※２循環給湯昇温単独運転時　起動時の入口温度は55℃未満になるように設計して下さい。

１）使用条件範囲は必ず守って下さい。

６）保有水量はシステムにより計算の上決定して下さい。

MPa

M P a

M P a
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ecoマルチ・ヒーポン

ｐＨ[25℃]

伝導率[25℃](mS/cm)

塩化物ｲｵﾝ(mgCl /㍑)

硫酸ｲｵﾝ(mgSO　/㍑)4

-

酸消費量[ph4.8](mgCaCO /㍑)3

全硬度(mgCaCO /㍑)

2-

3

ｶﾙｼｳﾑ硬度(mgCaCO /㍑)3

ｲｵﾝ状ｼﾘｶ(mgSiO /㍑)2

鉄(mgFe/㍑)

銅(mgCu/㍑)

硫化物ｲｵﾝ(mgS　/㍑)

ｱﾝﾓﾆｳﾑｲｵﾝ(mgNH　/㍑)

2 -

+
4

残留塩素(mgCl/㍑)

遊離炭酸(mgCO /㍑)2

項 　 目

循環水

循環式

冷却水系

一過式

補給水 一過水

冷水系

循環水

20℃

以下

補給水

温水系

低位中温水系 高位中温水系

循環水

20～60℃
補給水

循環水

60～90℃
補給水

傾向

腐食 ｽｹｰﾙ

○ ○

○○

○

○

○

○

○

○

○○

○

○

○

○

○

２）欄内の○印は腐食又はスケール生成傾向に関する因子。

３）基準値内でも使用できない場合があります。基準値内を確認の上、使用可能か当社にて最終判断を致します。

注 意

水質基準

１）不検出とは検出されないこと。

水圧損失

6.5～8.2 6.8～8.0 6.8～8.0 6.8～8.0 7.0～8.0 7.0～8.0 7.0～8.0 7.0～8.0

300以下300以下300以下300以下300以下400以下400以下

6.5～8.0

800以下 300以下

200以下 50以下 50以下 50以下 50以下 50以下 50以下 30以下 30以下

30以下30以下50以下50以下50以下50以下50以下50以下

100以下

200以下

50以下 50以下 50以下 50以下 50以下 50以下 50以下50以下

70以下70以下70以下70以下70以下70以下70以下70以下200以下

150以下 50以下 50以下 50以下 50以下 50以下 50以下 50以下 50以下

30以下30以下30以下30以下30以下30以下30以下50以下

1.0以下

0.3以下

不検出

0.3以下

1.0以下

4.0以下 4.0以下

0.3以下

0.1以下

不検出

0.1以下

30以下

0.3以下 1.0以下

1.0以下

不検出

1.0以下

0.3以下

4.0以下 4.0以下

0.3以下

1.0以下

不検出

1.0以下

1.0以下 0.3以下

0.1以下

不検出

0.1以下

0.3以下

4.0以下 0.4以下

0.25以下

0.3以下

不検出

1.0以下

1.0以下 0.3以下

0.1以下

不検出

0.1以下

0.3以下

4.0以下 0.4以下

0.1以下

0.1以下

不検出

1.0以下

1.0以下 0.3以下

0.1以下

不検出

0.1以下

0.3以下

4.0以下

JRA-GL-02

圧
力
損
失
（
KP
a)

流量（m3/h)

冷温水回路

ｺﾝﾌ ﾟ ﾚ ｯ ｻ ｰ吐 出 圧 力 　 高 圧 異 常

ｺﾝﾌ ﾟ ﾚ ｯ ｻ ｰ ﾓ ｰ ﾀ ｰ　 過 電 流

ｺﾝﾌ ﾟ ﾚ ｯ ｻ ｰ吐 出 冷 媒 温 度 　 高 温 異 常

冷 温 水 水 熱 交 換 器 　 凍 結 異 常

ｺﾝﾌ ﾟ ﾚ ｯ ｻ ｰ吸 入 圧 力 　 低 圧 異 常

ﾌｧﾝ ﾓ ｰ ﾀ ｰ　 過 電 流

高圧圧力ｽｲｯﾁ(63CH1)

ｻｰﾏﾙﾘﾚｰ(51C)

吐出管ｻｰﾓ(23T11)

凍結防止ｻｰﾓ(水熱交胴体)(23SC1)

凍結防止ｻｰﾓ(冷媒管)(23SC2)

低圧圧力ｽｲｯﾁ(63L2)

ｻｰﾏﾙﾘﾚｰ(51F1,51F2)

4 . 2 M P a

3 . 6 A

機 　 　 器項 　 　 目 設 定 値

注 意

保護装置

電源

推奨漏電ﾌﾞﾚｰｶ定格電流(A)

三相　２００Ｖ　５０Ｈｚ

７５

１４

0.5-2C(ｼｰﾙﾄﾞ線)

推奨：ｵｰﾅﾝﾊﾞ製　OTSC-1PVB　0.5mm

※1

〈客先手配〉

ecoマルチ・ヒーポン

三相200V

分岐開閉器
（ﾌﾞﾚｰｶ）

ｱｰｽ

漏電ﾌﾞﾚｰｶ
(ｱﾗｰﾑ付）

項目

型式
ＳＣＶ－０１５ＡＷ－ＦＡ

本体内

電装盤

注 意

推奨主電源電線ｻｲｽﾞ(mm )

推奨ｱｰｽ用電線ｻｲｽﾞ(mm )

最大運転電流値（A)

２）※１信号線に関して、短距離でﾉｲｽﾞの影響がない場合はVCTFで配線可能です。

　　また、ﾉｲｽﾞの影響がある場合はｼｰﾙﾄﾞ付ﾂｲｽﾄﾍﾟｱｹｰﾌﾞﾙが、距離がある場合は低抵抗(33.4Ω/km)が必要になります。

１）主電源電線ｻｲｽﾞは線種、施工方法、引込線取付点から本体接続点までの距離により異なります。

　　実際には現場での施工状況に合わせて最大運転電流値を参考に配線設計を行って下さい。

電気設備仕様

仕様書2

ＳＣＶ－０１５ＡＷ－ＦＡ

小山小山

２）保護装置設定値の変更は行わないで下さい。

給湯回路（循環給湯昇温時のみ）

AWFA-5001

循 環 冷 却 時 　 冷 温 水 入 口 　 温 度 低 下 保 護

熱 電 対 　 不 良

電 動 弁 　 動 作 不 良

冷温水入口管ｻｰﾓ(23RIN)

冷温水入口管ｻｰﾓ(23RIN)

電動弁(20WB)

各ｻｰﾓ(23__)×8ｹ

渋滞異常検知

断線又は接続不良

52℃以上停止⇔50℃未満　自動復帰

9℃未満停止⇔11℃以上　自動復帰

給 湯 出 口 温 度 　 高 温 異 常 給湯出口管ｻｰﾓ(23QO)

給湯入口管ｻｰﾓ(23QIN)

給湯入口管ｻｰﾓ(23QIN)

瞬 間 給 湯 時 　 給 水 入 口 　 温 度 上 昇 保 護

循 環 給 湯 昇 温 時 　 給 水 入 口 　 温 度 上 昇 保 護

循 環 加 温 時 　 冷 温 水 入 口 　 温 度 上 昇 保 護

A-3  1/20

１）保護装置はecoﾏﾙﾁﾘﾝｸ制御ｼｽﾃﾑと通信をして動作致します。

ecoﾏﾙﾁﾘﾝｸ制御ｼｽﾃﾑ

３）ecoﾏﾙﾁﾘﾝｸ制御ｼｽﾃﾑで複数台連結制御する際の信号線配線方法は施工上の注意点を参考にして下さい。

ecoﾏﾙﾁﾘﾝｸ制御ｼｽﾃﾑ

HUBﾘﾝｸ信号線電線ｻｲｽﾞ(mm )

2011年10月16日

３８

75 A

5℃

0℃

0. 2 M P a

8 5℃

35℃

60℃以上停止⇔57℃未満　自動復帰

井ノ川

飯島

１２５

120℃
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20
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40
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0
5 13

AWFA500100 小山20120419水圧損失　グラフを訂正
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ecoマルチ・ヒーポンA-3  1/20

施工上の注意点

(1)設置場所における注意点

　※設置状況によっては反響音等により仕様より大きな運転音になる場合がございます。

施工上の注意点

a)設置場所が運転重量に十分耐えうる強度であること。※オプションで防振架台を用意しています。

b)据付基礎が水平かつ平面であること。

c)据付基礎の水はけがよいこと。ドレン排水がしっかり処理できること。

d)通風が十分に確保出来ていること。屋内に設置する場合は十分な給換気設備を有していること。

e)季節風に対して影響を受けない向きに設置されている、もしくは防風壁等で対策がされていること。

f)メンテナンススペースが十分に確保できていること。

g)空気熱交換器がショートサーキットを起こさないようスペースを十分確保できていること。

h)設置場所における敷地境界線の騒音規制値をクリアしていること。

j)山間部や樹木の多い箇所では落葉対策がされていること。

k)機器周りの雰囲気に腐食性ガス等の影響を含む可能性がある場合は、十分に注意して下さい。

m)ボイラー等他の熱源機器から、輻射熱の影響を受けないこと。

(2)電気工事における注意点
漏電ブレーカ、電線サイズ、信号線配線は別紙「仕様書２」電気設備仕様を参考に配線設計して下さい。

■基本制御配線図

本体内
電装盤

本体内
電装盤

本体内
電装盤

本体内
電装盤

本体内
電装盤

本体内
電装盤

ユニット連結最大１２台

端子台写真

T1
＋ －

T1 T2
＋

T2
－

TE T1
＋ －

T1 T2
＋

T2
－

TE T1
＋ －

T1 T2
＋

T2
－

TE

末端機は「T2-」「TE」

端子を短絡処理

ＳＣＶ－０１５ＡＷ－ＦＡ

基本配管図を参考に留意事項を守って配管を行って下さい。

■基本配管図

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ

電動弁

減圧弁

逆止弁

ｽﾄﾚｰﾅｰ

手動ﾊﾞﾙﾌﾞ

圧力計(ｺｯｸ付)

温度計

(保護管付)

(ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞﾙﾌﾞ)

排水ﾊﾞﾙﾌﾞ

Ｐ

ＴＭ

Ｒ

配管接続口径

●給湯回路/冷温水回路　入口出口共

　ＳＵＳ　Ｒｃ４０Ａ

●ドレン

　ＳＵＳ　Ｒｃ２５Ａ

小山小山

■給水圧力の設定（瞬間給湯運転時）

給湯回路への給水圧力は必要に応じて減圧弁を設け適切な値を設定して下さい。

A

A

A

R R R

P

PP

b)貯湯槽が本体より高い場合 C)貯湯槽が本体より低い場合

※30m以内

※30m以内

必ず落水防止弁

を設けること

a)同レベル設置の場合

ecoマルチ・ヒーポン本体

貯湯タンク

ecoマルチ・ヒーポン本体

貯湯タンク

貯湯タンク

ecoマルチ・ヒーポン本体

給水 給水 給水

（留意事項）

i)防雪対策がしっかりとされていること。基礎の高さは予測降雪量の2倍程度として下さい。防雪フードによる対策を行って下さい。

　※焼却場の煙や排気ガス(地下駐車場等や交通量の多い道路脇)も腐食性を持つことがあります。十分注意して下さい。

l)塩害の影響を受ける可能性がある設置場所では耐塩害塗装・重耐塩害塗装を必ず検討して下さい。

a)信号線渡り配線は連結用信号口を使用して下さい。

AWFA-5003

ecoﾏﾙﾁﾘﾝｸ制御盤

ecoﾏﾙﾁﾘﾝｸ制御盤より

ＨＵＢリンク配線

ecoﾏﾙﾁﾘﾝｸ制御ｼｽﾃﾑ　HUBﾘﾝｸ配線に関する注意点は基本制御配線図を参考に留意事項を守って配線を行って下さい。

(2)配管施工上の注意点

(給湯回路出口)

(冷温水回路入口)

(給湯回路入口)

(冷温水回路出口)

Ｔ Ｐ

ＰＴ

Ｔ

Ｔ

Ｍ Ｐ Ｒ Ｐ

貯湯タンクへ

冷温水出口

冷温水入口

給水 ※１

Ｐ

Ｐ
貯湯タンクから

排水

(ドレン排水口)

（留意事項）

a)機械入口側配管に循環ポンプを取り付けてください。機械入口が正圧になるように必ずして下さい。

d)本体内部部品の交換　及び　洗浄等のサービスを行うために手動バルブ及び排水バルブを入口出口に設けて下さい。

e)装置の運転音や振動の伝播を防ぐために、フレキシブルジョイントを必ず設けて下さい。

h)本体内部に異物の詰まりを防止するために、入口部には洗浄可能なストレーナーを必ず設けて下さい。

i)本体接続口はSUS製となっております。異種金属接続にならないように配管材質を選定、又は絶縁をして下さい。

b)本体水圧損失、及び配管水圧損失を十分に考慮した配管設計・ポンプ選定を行って下さい。

j)複数台設置の場合、ヘッダー配管、リバースリターン配管等により各ユニットへの流量が均等になるよう配管設計をして下さい。

c)運転状態を確認するため、入口出口に圧力計と温度計を設けて下さい。

　※給湯回路において、循環給湯昇温運転（単独・同時）を行わない場合は出口側に圧力計は必要ありません。

（給湯回路入口は50メッシュ、冷温水回路入口には20メッシュ）

k)ドレン排水口よりドレン配管を適切に行って下さい。藻の発生や錆等の原因となります。

2011年10月16日

井ノ川

飯島

f)給水配管の電動バルブ設置位置は、機械給水入口から配管長約10ｍ以内として下さい。

No.1 No.2 No.3 No.4 No.11 No.12

NO.1本体内電装盤　端子 NO.2～本体内電装盤　端子 末端機本体内電装盤（最大No.12）

g)給水圧力は0.2MPa（±0.02）とし圧力変動が起こらないよう配管設計を行って下さい。

全揚程Ａ＋0.2MPa（±0.02)に調整して下さい。

給水圧力を0.15MPa⇒0.2MPaへ変更 AWFA500300 20120401 小山

1

1

1

注意）必要給湯圧力は本体から貯湯タンクへの全揚程圧力+0.2（±0.02）となります。



4

3

2

品

名

装
置
名

尺
度

図
番

三角法
承認 審査 設計 製図

来

歴
記　　　事

1

通知番号 年月日 氏名
サイエンス株式会社

ecoマルチ・ヒーポンA-3  1/20

冷温水入口

能　　　力

冷温水出口

流　　　量

水 圧 損 失 水 圧 損 失

冷温水入口

冷温水出口

流　　　量

消 費 電 力

水 圧 損 失

水 圧 損 失 水 圧 損 失

消 費 電 力

運 転 電 流

消 費 電 力

消 費 電 力

運 転 電 流

運 転 電 流運 転 電 流

外 気 条 件

外 気 条 件 外 気 条 件

外 気 条 件

給 水 入 口

給 湯 出 口

流　　　量 流　　　量

流　　　量流　　　量

給 水 入 口

給 湯 出 口

冷温水入口 冷温水入口

冷温水出口冷温水出口

ｋ Ｗ

ｋ Ｗ

ｋ Ｗ ｋ Ｗ

ｋ Ｗ

ｋ Ｗ

℃

℃

℃

℃

℃

℃ ℃

℃

℃

℃

℃

℃

ｍ3/ｈ

ｍ3/ｈ

ｍ3/ｈ

ｍ3/ｈ

ｍ3/ｈ

ｋＰａ ｋＰａ

ｋＰａ

ｋＰａ ｋＰａ

ｍ3/ｈ

ｋ Ｗ ｋ Ｗ

ｋ Ｗ

Ａ

Ａ Ａ

Ａ

ｋ Ｗ

℃ ℃

℃℃

瞬 間 給 湯 単 独 運 転

循 環 冷 却 ＋ 瞬 間 給 湯 同 時 運 転

能　　　力

能　　　力 能　　　力

能　　　力

能　　　力

給 水 圧 力

型　　　式 電 　 　 　 源

ecoマルチ・ヒーポン仕様書

１ ２

７

３ ５

４ ０

４ ５

７

１ ７

７ ０

１ ６

１ ２

７

１ ２

７

仕様書1

ＳＣＶ－０１５ＡＷ－ＦＡ

小山小山

ＳＣＶ－０１５ＡＷ－ＦＡ

循 環 冷 却 (冷 房 )単 独 運 転 循 環 加 温 (暖 房 )単 独 運 転

循 環 給 湯 昇 温 単 独 運 転

循 環 冷 却 ＋ 循 環 給 湯 昇 温 同 時 運 転

ＭＰａ

圧 縮 機

製 品 重 量

運 転 重 量

騒 音 値

（ ｸ ﾗ ﾝ ｸ ｹ ｰ ｽ ﾋ ｰ ﾀ ｰ　 9 0 W）

送 風 機 ﾌﾟ ﾛ ﾍ ﾟ ﾗ ﾌ ｧ ﾝ× 2台

全 密 閉 ｽｸﾛ ｰ ﾙ圧 縮 機 × 1台

（ 電 動 機 出 力 　 11 . 2 5 k W× 1台 ）

（ 電 動 機 出 力 　 0. 7 5 k W× 2台 ）

水 側 熱 交 換 器 ﾌﾞ ﾚ ｰ ｼ ﾞ ﾝ ｸ ﾞ ﾌ ﾟ ﾚ ｰ ﾄ式

空 気 熱 交 換 器 ｸﾛ ｽ ﾌ ｨ ﾝ ｺ ｲ ﾙ

冷 媒 制 御 機 械 式 膨 張 弁 ＋ ｷｬ ﾋ ﾟ ﾗ ﾘ ﾁ ｭ ｰ ﾌ ﾞ

冷 媒

冷 媒 機 油

デ フ ロ ス ト 高 温 貯 液 冷 媒 供 給 方 式

塗 装 色 ﾏﾝ ｾ ﾙ（ 7 . 5 Y 8 . 5 / 1）

50 0 k g

5 1 8 k g

R 4 1 0 A（ 12 k g　 ﾁ ｬ ｰ ｼ ﾞ済 ）

ﾎﾟ ﾘ ｵ ｰ ﾙ ｴ ｽ ﾃ ﾙ油 （ 3. 2 5㍑ 　 ﾁｬ ｰ ｼ ﾞ済 ）

75 A

水 圧 損 失

消 費 電 力

運 転 電 流

消 費 電 力

運 転 電 流

流　　　量流　　　量

給 水 入 口 給 水 入 口

給 湯 出 口 給 湯 出 口

℃

℃ ℃

℃

ｍ3/ｈｍ3/ｈ

ｋＰａｋＰａ

ｋ Ｗ ｋ Ｗ

Ａ Ａ

１ ７

７ ０

４ ０

４ ５

能　　　力 ｋ Ｗ 能　　　力 ｋ Ｗ

給 水 圧 力

（ 圧 縮 機 許 容 最 大 電 流 値 よ り 算 出 し て い ま す ）

最 大 運 転 電 流

三相　２００Ｖ　６０Ｈｚ

１ １ ． ４ ２ ０ ． ４

１ ６ ． ２ １ ３ ． ７

１ ６ ． ８

使 用 条 件 範 囲 参 照

使 用 条 件 範 囲 参 照

１ ６

AWFA-6000

井ノ川

飯島 2011年10月31日

２ １ ． ５

入 口 出 口 温 度 差

外 気 温 度

入 口 温 度

出 口 温 度

入 口 出 口 温 度 差

外 気 温 度

入 口 温 度

出 口 温 度

入 口 温 度

出 口 温 度

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

【使用条件範囲】
項 　 　 　 目 単 位 条 　 　 件

循 環 冷 却 (冷 房 )単 独 運 転

循 環 加 温 (暖 房 )単 独 運 転

20～ 40

- 1 0～ 4 0

3 5未 満

3～ 7

5以 上

3～ 10

入 口 出 口 温 度 差

外 気 温 度

入 口 温 度

出 口 温 度

外 気 温 度

必 要 給 水 圧 力

冷 却 側

給 湯 側

入 口 温 度

出 口 温 度

入 口 出 口 温 度 差

入 口 温 度

出 口 温 度

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

循 環 給 湯 昇 温 単 独 運 転

-1 0～ 40

3 5未 満

-1 0～ 40

3～ 10

5以 上

3～ 7

冷 却 側

（ 給 湯 側 ）

入 口 温 度

出 口 温 度

入 口 出 口 温 度 差

入 口 温 度

出 口 温 度

入 口 出 口 温 度 差

冷 温 水 回 路
水 　 　 圧

℃

℃

℃

℃

℃

℃

許 容 流 量

給 湯 回 路 （ 瞬 間 給 湯 時 ）

冷 温 水 回 路

ｍ3/h

ｍ3/h

ｍ3/h

制 水 弁 に よ る 流 量 制 御

運 転 時

始 動 時

相 間 ア ン バ ラ ン ス

－

－

－

定 格 電 圧 の ± 10％

定 格 電 圧 の ± 5％

2％ 以 内

電 源 電 圧

給 湯 回 路

冷 温 水 回 路

㍑

㍑

ｴｽ ﾃ ﾙ油 成 分 を 含 む 雰 囲 気 、 ｱﾝﾓ ﾆ ｱ ｶ ﾞ ｽ雰 囲 気 、 潮 風 が 直 接 当 た る 場 所
使 用 で き な い 環 境

水 質

引 火 性 ･可 燃 性 ｶﾞ ｽ雰 囲 気 、 腐 食 性 ｶﾞｽ雰 囲 気 、 硫 黄 化 合 物 を 含 む 雰 囲 気

JR A  G L - 0 2の 水 質 基 準 に 適 合 す る 水 質 ※ 別 表 参 照

必 要 給 水 圧 力 ※ 1

給 湯 回 路 1.0以 下

1.0以 下

循環冷却+循環給湯昇温同時運転

昇 温 側

給 湯 回 路 （ 循 環 給 湯 昇 温 時 ）

1, 0 0 0

1 , 0 0 0（ 循 環 で 使 用 す る 場 合 ）

注 意 １）使用条件範囲は必ず守って下さい。

　　別紙「施工上の注意」配管施工上の注意を参考にして下さい。

２）許容流量内であっても、入口温度、出口温度、入口出口温度差が条件範囲に収まっていない場合は条件範囲外となります。

5以 上

3～ 7

循環冷却+瞬間給湯同時運転

瞬 間 給 湯 単 独 運 転

3～ 10

7 0設 定 （ 変 動 幅 ± 7）

55未 満

（循環運転時）

1 1～ 35

7 0設 定 （ 変 動 幅 ± 10）

※ 1

※ 2

必 要 保 有 水 量

（ 配 管 含 む ）

+0.2（±0.02）

3 5～ 50未 満

55未 満

+0.2（±0.02）

1 1～ 45未 満

1 1～ 45未 満

3 5～ 50未 満

7 .8～ 12 . 0

1

1

1

1

1

1

1

４）※１必要給水圧力は本体から貯湯タンク位置の水頭圧に対して+0.2MPa必要になります。 1

20120401

6 . 0～ 1 2 . 0

小山

栗田20121113

AWFA600000

AWFA600001

使用条件範囲変更

３ ４ ． ７

５ ． ９ ７

１ ６ ． ７

５ ２ ． ０

６ １ ． ７

１ ． ０ ０

１ ８ ． ６

５ ８ ． ４

４ ４ ． ６

７ ． ６ ７

６ ５ ． １

１ ． ０ ６

１ ７ ． ９
５ ５ ． ６

４ ７ ． ９

８ ． ２ ４

１ ６ ． ０

５ ０ ． ０

４ ３ ． ０

７ ． ４ ０

５ ８ ． ０

９ ． ９ ８

５ ４ ． ６
１ ７ ． ６

2

2

2 2

2

2

3 5～ 6 0以 下

3 5～ 55未 満 ２

２

能力値変更と使用条件範囲変更

５）※２循環給湯昇温単独運転時　起動時の入口温度は55℃未満になるように設計して下さい。 ２

５ １ ． ３

５ ０

８ ． ８ ２

２ ０ ． ０

６ ５ ． ９

５ ５

60 d B

℃

M P a

M P a

M P a

M P a

３）水質に関しては別紙「仕様書２」水質基準を参考にして下さい。

２６）保有水量はシステムにより計算の上決定して下さい。
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ｐＨ[25℃]

伝導率[25℃](mS/cm)

塩化物ｲｵﾝ(mgCl /㍑)

硫酸ｲｵﾝ(mgSO　/㍑)4

-

酸消費量[ph4.8](mgCaCO /㍑)3

全硬度(mgCaCO /㍑)

2-

3

ｶﾙｼｳﾑ硬度(mgCaCO /㍑)3

ｲｵﾝ状ｼﾘｶ(mgSiO /㍑)2

鉄(mgFe/㍑)

銅(mgCu/㍑)

硫化物ｲｵﾝ(mgS　/㍑)

ｱﾝﾓﾆｳﾑｲｵﾝ(mgNH　/㍑)

2 -

+
4

残留塩素(mgCl/㍑)

遊離炭酸(mgCO /㍑)2

項 　 目

循環水

循環式

冷却水系

一過式

補給水 一過水

冷水系

循環水

20℃

以下

補給水

温水系

低位中温水系 高位中温水系

循環水

20～60℃
補給水

循環水

60～90℃
補給水

傾向

腐食 ｽｹｰﾙ

○ ○

○○

○

○

○

○

○

○

○○

○

○

○

○

○

２）欄内の○印は腐食又はスケール生成傾向に関する因子。

３）基準値内でも使用できない場合があります。基準値内を確認の上、使用可能か当社にて最終判断を致します。

注 意

水質基準

１）不検出とは検出されないこと。

水圧損失

2 4 6 8 10 120

5

10

15

20

25

30

35

40

6.5～8.2 6.8～8.0 6.8～8.0 6.8～8.0 7.0～8.0 7.0～8.0 7.0～8.0 7.0～8.0

300以下300以下300以下300以下300以下400以下400以下

6.5～8.0

800以下 300以下

200以下 50以下 50以下 50以下 50以下 50以下 50以下 30以下 30以下

30以下30以下50以下50以下50以下50以下50以下50以下

100以下

200以下

50以下 50以下 50以下 50以下 50以下 50以下 50以下50以下

70以下70以下70以下70以下70以下70以下70以下70以下200以下

150以下 50以下 50以下 50以下 50以下 50以下 50以下 50以下 50以下

30以下30以下30以下30以下30以下30以下30以下50以下

1.0以下

0.3以下

不検出

0.3以下

1.0以下

4.0以下 4.0以下

0.3以下

0.1以下

不検出

0.1以下

30以下

0.3以下 1.0以下

1.0以下

不検出

1.0以下

0.3以下

4.0以下 4.0以下

0.3以下

1.0以下

不検出

1.0以下

1.0以下 0.3以下

0.1以下

不検出

0.1以下

0.3以下

4.0以下 0.4以下

0.25以下

0.3以下

不検出

1.0以下

1.0以下 0.3以下

0.1以下

不検出

0.1以下

0.3以下

4.0以下 0.4以下

0.1以下

0.1以下

不検出

1.0以下

1.0以下 0.3以下

0.1以下

不検出

0.1以下

0.3以下

4.0以下

JRA-GL-02

圧
力
損
失
（
KP
a)

流量（m3/h)

冷温水回路

電源

推奨漏電ﾌﾞﾚｰｶ定格電流(A)

７５

１４

0.5-2C(ｼｰﾙﾄﾞ線)

推奨：ｵｰﾅﾝﾊﾞ製　OTSC-1PVB　0.5mm

※1

〈客先手配〉

ecoマルチ・ヒーポン

三相200V

分岐開閉器
（ﾌﾞﾚｰｶ）

ｱｰｽ

漏電ﾌﾞﾚｰｶ
(ｱﾗｰﾑ付）

項目

型式
ＳＣＶ－０１５ＡＷ－ＦＡ

本体内

電装盤

注 意

推奨主電源電線ｻｲｽﾞ(mm )

推奨ｱｰｽ用電線ｻｲｽﾞ(mm )

最大運転電流値（A)

２）※１信号線に関して、短距離でﾉｲｽﾞの影響がない場合はVCTFで配線可能です。

　　また、ﾉｲｽﾞの影響がある場合はｼｰﾙﾄﾞ付ﾂｲｽﾄﾍﾟｱｹｰﾌﾞﾙが、距離がある場合は低抵抗(33.4Ω/km)が必要になります。

１）主電源電線ｻｲｽﾞは線種、施工方法、引込線取付点から本体接続点までの距離により異なります。

　　実際には現場での施工状況に合わせて最大運転電流値を参考に配線設計を行って下さい。

電気設備仕様

仕様書2

ＳＣＶ－０１５ＡＷ－ＦＡ

小山小山

給湯回路（循環給湯昇温時のみ）

ecoﾏﾙﾁﾘﾝｸ制御ｼｽﾃﾑ

HUBﾘﾝｸ信号線電線ｻｲｽﾞ(mm )

３）ecoﾏﾙﾁﾘﾝｸ制御ｼｽﾃﾑで複数台連結制御する際の信号線配線方法は施工上の注意点を参考にして下さい。

ecoﾏﾙﾁﾘﾝｸ制御ｼｽﾃﾑ

AWFA-6001

三相　２００Ｖ　６０Ｈｚ

ｺﾝﾌ ﾟ ﾚ ｯ ｻ ｰ吐 出 圧 力 　 高 圧 異 常

ｺﾝﾌ ﾟ ﾚ ｯ ｻ ｰ ﾓ ｰ ﾀ ｰ　 過 電 流

ｺﾝﾌ ﾟ ﾚ ｯ ｻ ｰ吐 出 冷 媒 温 度 　 高 温 異 常

冷 温 水 水 熱 交 換 器 　 凍 結 異 常

ｺﾝﾌ ﾟ ﾚ ｯ ｻ ｰ吸 入 圧 力 　 低 圧 異 常

ﾌｧﾝ ﾓ ｰ ﾀ ｰ　 過 電 流

高圧圧力ｽｲｯﾁ(63CH1)

ｻｰﾏﾙﾘﾚｰ(51C)

吐出管ｻｰﾓ(23T11)

凍結防止ｻｰﾓ(水熱交胴体)(23SC1)

凍結防止ｻｰﾓ(冷媒管)(23SC2)

低圧圧力ｽｲｯﾁ(63L2)

ｻｰﾏﾙﾘﾚｰ(51F1,51F2)

4 . 2 M P a

3 . 6 A

機 　 　 器項 　 　 目 設 定 値

注 意

保護装置

２）保護装置設定値の変更は行わないで下さい。

循 環 冷 却 時 　 冷 温 水 入 口 　 温 度 低 下 保 護

熱 電 対 　 不 良

電 動 弁 　 動 作 不 良

冷温水入口管ｻｰﾓ(23RIN)

冷温水入口管ｻｰﾓ(23RIN)

電動弁(20WB)

各ｻｰﾓ(23__)×8ｹ

渋滞異常検知

断線又は接続不良

52℃以上停止⇔50℃未満　自動復帰

9℃未満停止⇔11℃以上　自動復帰

給 湯 出 口 温 度 　 高 温 異 常 給湯出口管ｻｰﾓ(23QO)

給湯入口管ｻｰﾓ(23QIN)

給湯入口管ｻｰﾓ(23QIN)

瞬 間 給 湯 時 　 給 水 入 口 　 温 度 上 昇 保 護

循 環 給 湯 昇 温 時 　 給 水 入 口 　 温 度 上 昇 保 護

循 環 加 温 時 　 冷 温 水 入 口 　 温 度 上 昇 保 護

１）保護装置はecoﾏﾙﾁﾘﾝｸ制御ｼｽﾃﾑと通信をして動作致します。

75 A

5℃

0℃

0. 2 M P a

8 5℃

35℃

60℃以上停止⇔57℃未満　自動復帰

３８

１２５

2011年10月16日

井ノ川

飯島

120℃
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施工上の注意点

(1)設置場所における注意点

　※設置状況によっては反響音等により仕様より大きな運転音になる場合がございます。

施工上の注意点

a)設置場所が運転重量に十分耐えうる強度であること。※オプションで防振架台を用意しています。

b)据付基礎が水平かつ平面であること。

c)据付基礎の水はけがよいこと。ドレン排水がしっかり処理できること。

d)通風が十分に確保出来ていること。屋内に設置する場合は十分な給換気設備を有していること。

e)季節風に対して影響を受けない向きに設置されている、もしくは防風壁等で対策がされていること。

f)メンテナンススペースが十分に確保できていること。

g)空気熱交換器がショートサーキットを起こさないようスペースを十分確保できていること。

h)設置場所における敷地境界線の騒音規制値をクリアしていること。

j)山間部や樹木の多い箇所では落葉対策がされていること。

k)機器周りの雰囲気に腐食性ガス等の影響を含む可能性がある場合は、十分に注意して下さい。

m)ボイラー等他の熱源機器から、輻射熱の影響を受けないこと。

(2)電気工事における注意点
漏電ブレーカ、電線サイズ、信号線配線は別紙「仕様書２」電気設備仕様を参考に配線設計して下さい。

■基本制御配線図

本体内
電装盤

本体内
電装盤

本体内
電装盤

本体内
電装盤

本体内
電装盤

本体内
電装盤

ユニット連結最大１２台

端子台写真

T1
＋ －

T1 T2
＋

T2
－

TE T1
＋ －

T1 T2
＋

T2
－

TE T1
＋ －

T1 T2
＋

T2
－

TE

末端機は「T2-」「TE」

端子を短絡処理

ＳＣＶ－０１５ＡＷ－ＦＡ

小山小山

■給水圧力の設定（瞬間給湯運転時）

給湯回路への給水圧力は必要に応じて減圧弁を設け適切な値を設定して下さい。

A

A

A

R R R

P

PP

b)貯湯槽が本体より高い場合 C)貯湯槽が本体より低い場合

※30m以内

※30m以内

必ず落水防止弁

を設けること

a)同レベル設置の場合

ecoマルチ・ヒーポン本体

貯湯タンク

ecoマルチ・ヒーポン本体

貯湯タンク

貯湯タンク

ecoマルチ・ヒーポン本体

給水 給水 給水

（留意事項）

i)防雪対策がしっかりとされていること。基礎の高さは予測降雪量の2倍程度として下さい。防雪フードによる対策を行って下さい。

　※焼却場の煙や排気ガス(地下駐車場等や交通量の多い道路脇)も腐食性を持つことがあります。十分注意して下さい。

l)塩害の影響を受ける可能性がある設置場所では耐塩害塗装・重耐塩害塗装を必ず検討して下さい。

a)信号線渡り配線は連結用信号口を使用して下さい。

ecoﾏﾙﾁﾘﾝｸ制御ｼｽﾃﾑ　HUBﾘﾝｸ配線に関する注意点は基本制御配線図を参考に留意事項を守って配線を行って下さい。

ecoﾏﾙﾁﾘﾝｸ制御ｼｽﾃﾑ

ecoﾏﾙﾁﾘﾝｸ制御盤より

ＨＵＢリンク配線

AWFA-6003

基本配管図を参考に留意事項を守って配管を行って下さい。

■基本配管図

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ

電動弁

減圧弁

逆止弁

ｽﾄﾚｰﾅｰ

手動ﾊﾞﾙﾌﾞ

圧力計(ｺｯｸ付)

温度計

(保護管付)

(ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞﾙﾌﾞ)

排水ﾊﾞﾙﾌﾞ

Ｐ

ＴＭ

Ｒ

配管接続口径

●給湯回路/冷温水回路　入口出口共

　ＳＵＳ　Ｒｃ４０Ａ

●ドレン

　ＳＵＳ　Ｒｃ２５Ａ

(2)配管施工上の注意点

(給湯回路出口)

(冷温水回路入口)

(給湯回路入口)

(冷温水回路出口)

Ｔ Ｐ

ＰＴ

Ｔ

Ｔ

Ｍ Ｐ Ｒ Ｐ

貯湯タンクへ

冷温水出口

冷温水入口

給水 ※１

Ｐ

Ｐ
貯湯タンクから

排水

(ドレン排水口)

（留意事項）

a)機械入口側配管に循環ポンプを取り付けてください。機械入口が正圧になるように必ずして下さい。

d)本体内部部品の交換　及び　洗浄等のサービスを行うために手動バルブ及び排水バルブを入口出口に設けて下さい。

e)装置の運転音や振動の伝播を防ぐために、フレキシブルジョイントを必ず設けて下さい。

h)本体内部に異物の詰まりを防止するために、入口部には洗浄可能なストレーナーを必ず設けて下さい。

i)本体接続口はSUS製となっております。異種金属接続にならないように配管材質を選定、又は絶縁をして下さい。

b)本体水圧損失、及び配管水圧損失を十分に考慮した配管設計・ポンプ選定を行って下さい。

j)複数台設置の場合、ヘッダー配管、リバースリターン配管等により各ユニットへの流量が均等になるよう配管設計をして下さい。

c)運転状態を確認するため、入口出口に圧力計と温度計を設けて下さい。

　※給湯回路において、循環給湯昇温運転（単独・同時）を行わない場合は出口側に圧力計は必要ありません。

（給湯回路入口は50メッシュ、冷温水回路入口には20メッシュ）

k)ドレン排水口よりドレン配管を適切に行って下さい。藻の発生や錆等の原因となります。

2011年10月16日

井ノ川

飯島

No.1 No.2 No.3 No.4 No.11 No.12

NO.1本体内電装盤　端子 NO.2～本体内電装盤　端子 末端機本体内電装盤（最大No.12）

f)給水配管の電動バルブ設置位置は、機械給水入口から配管長約10ｍ以内として下さい。

AWFA600300 20120401 小山給水圧力を0.15MPa⇒0.2MPaへ変更

g)給水圧力は0.2MPa（±0.02）とし圧力変動が起こらないよう配管設計を行って下さい。

注意）必要給湯圧力は本体から貯湯タンクへの全揚程圧力+0.2（±0.02）となります。

全揚程Ａ＋0.2MPa（±0.02)に調整して下さい。

1

1

1


